
～有明海の有用二枚貝類の整理と検討～

1

第1～3回生物・水産資源・水環境問題検討作業小委員会の検討結果

資料２－２

有明海

2
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小委員会

第一回（H24.9.10 ：東京都内）

• 小委員会の作業や情報収集方針

第二回（H24.12.21：熊本市内）

• 重要二枚貝類（タイラギ，サルボウ，アサリ）の現況、問題点
、問題点の原因・要因（関係県，水研センター）

第三回（H25.3.1：東京都内）

• タイラギの追加情報（佐賀県）

• 検討状況の整理、とりまとめ

3

4

① 生息域（漁場における分布）
② 生息状況（密度、生残率、サイズ、成熟度など）
③ 漁業種類、漁獲場所、漁獲量・サイズ
④ 底質状態等漁場環境
⑤ 生態・食性・餌料生物
⑥ 幼生発生量・着底状況
⑦ 食害生物の状況
⑧ 対策技術（漁場改善、増殖）
⑨ その他（採捕規制等）

■小委員会で収集すべき項目（有用二枚貝）
＊情報収集方針にて指示
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① 資源の近況に関する調査結果

② 資源低下要因に関する調査結果

③ 資源回復策の模索の結果

④ タイラギ等二枚貝減耗要因の構図

■ 収集した資料の概要（タイラギを
モデルとして）

タイラギ（平貝）

ズベ（タイラギ） ケン（リシケタイラギ）
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平成１８年評価委報告書での指摘

①タイラギ長期的減少の要因：中西部漁場での底質環
境の悪化（泥化、有機物・硫化物の増加、貧酸素化）に
よる着底期以降の生息場の縮小

②タイラギ短期的減少の要因：北東部漁場での立ち枯
れ斃死とナルトビエイによる食害

③解明を要すること： 長崎県海域での減少要因、タイ
ラギ幼生の輸送状況に及ぼす潮流変化の影響、大量
斃死発生メカニズム
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① 資源の近況に関する調査結果
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元々変動幅が大きいが、近年は振幅が小さく、かつ周期も長い
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■ CPUEの変動 ■
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１９７６～１９９９年までのタイラギ成貝の分布

欠測
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■ タイラギ成貝の分布：2000年以降 ■

1997年 1999年 2001年

2003年 2005年 2007年

2009年 2011年
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② 資源低下要因に関する調査結果

２０１０年８月４日 ２０１１年７月２５日 ２０１２年８月１０日

近年の西部海域は常に致死的濃度まで低下している
→西部にタイラギ漁場が形成されない最大の要因である

■ 有明海における底層溶存酸素飽和度の水平分布 ■

現在の
漁場

現在の
漁場

現在の
漁場

7



なぜ2009年が漁獲加入したのか

2008年
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西部海域は貧酸素
が主因
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■ 立ち枯れへい死と肥満度との関係 ■

川原ら2004佐賀水試研報より

立ち枯れ貝（上），正常（下）

18

■ 底質とタイラギ出現との関係 ■

1975～79年の有明海中西部

寄生性多毛類
9
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■ 泥分率の経年変化 ■

泥化が広域化したという結果は必ずしも得られていない
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有明海西部では２００５年以降細粒化が改善している
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■ 酸揮発性硫化物（AVS） ■

２０００年代の中頃は西部海域でやや改善傾向であった
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■ IL（強熱減量） ■

西部海域で2000年に有機物の蓄積が認められる
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23

■ 立ち枯れへい死と中腸腺色素含量 ■

24

■ 立ち枯れへい死とグリコーゲン含量 ■

立ち枯れへい死しやすい海域で、へい死前にグリコーゲン減少認められる

川原ら（2004） 水産総合研究センター（2009）

12



表２．タイラギ生殖腺の発達過程（潜水器漁場）
　　　　　　　　　

　０７０４２６　　 ２ 　　 　　 －　　　　　　 ０７１２１８　　　 ０～２　　 　　　－

　０７０５１１　 ２～３　　　　　 ＋　　　 ０８０１１３　　 ０～２　 　　　　＋

　０７０５２４　　　３　 　　 ＋　　　　 ０８０１１５　　　 ０～２　　　　　＋＋

　０７０６０６　　　３ 　 　　 ＋　　　　 ０８０３０３ 　　 ０～２　　　　　 ＋

　０７０６２５　 ３～５　 ＋＋　　　　　 ０８０３１８　　　　 ２　　　　　　　－

　０７０７１１　 ４～５　 ＋＋＋　　　　 ０８０４１６　　　 ２～３　　　　 ＋＋

　０７０７２４　　 ３～５　 ＋＋ 　　　　 ０８０５１４　　　 ２～４　　　　 ＋＋＋

　０７０８０８　　 ３～５　 ＋＋＋　　　　 ０８０５２９　　　 ３～４　　　　 ＋＋

　０７０９０６　　 ３～５　 ＋＋　　　　　 ０８０６１３　　　１～４　　　　 ＋＋＋

　０７０９２０　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０６３０　　　 ２～４　　　　 ＋＋

　０７１００４　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０７１４　　　 ２～５　　　 ＋＋＋

　０７１０１９　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０７２９　　　 ２～５　　　　 ＋＋

０７１１０６　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０８１１　　　 ３～５　　　　 ＋＋

０７１１２０　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０８２６　　　 ３～５　　　　 ＋＋

０７１２０６　　 ５～０　 ＋

　 日　時　　生殖腺　　組織病変　　　日　時　　 生殖腺　　組織病変　
　　　　 　　　　　　　　　　

成熟が進むにつれて組織病変が顕在化→成熟産卵による疲弊あり

■ 立ち枯れへい死と成熟との関連 ■

25

産卵期は6月下旬から9月上旬
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福岡県地先におけるプランクトン沈殿量の調査地点

福岡県佐賀県

柳川市

大牟田市
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福岡県海域におけるプランクトン沈殿量の経年変化

28

■ 無機懸濁物がタイラギに与える影響 ■

殻長120～145mm

15日間飼育
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加

諫
早
浮
泥
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加

圦本ら（2008）

立ち枯れは餌不足
と海域特性（？）
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湾奥東部海域（大牟田沖）での立ち枯れ斃死の状況

斃死の状況の凡例
◎･･･1～2ヶ月内にほぼ全滅
○･･･3～4ヶ月内にほぼ全滅
△･･･半年以上かけてだらだらと斃死し、最終的にほぼ全滅
－･･･全滅せず

斃死発生年 年齢
斃死時期（月）

範囲
斃死の状況

特記事項
1 2 3 4 5 6 7 8 9

１
０
１
１
１
２ 斃死率 状況

２０００
（平成12年）

当歳～1歳 大
90%～ほぼ全
滅

◎
・9月以降一旦小休止した斃死が11月に再
発。

２００１
（平成13年）

当歳 中 ほぼ全滅 ◎ ・7月初旬から急減。

２００３
（平成15年）

当歳～1歳 大
70%～ほぼ全
滅

○

･峰ノ州、コダオにおいても斃死を確認。
・コダオの斃死は11月に初認。
・コダオの生き残りが漁獲に繋がる
（30.3t）。

２００４
（平成16年）

当歳 小 ほぼ全滅 ○
・峰ノ州においても斃死を確認。
･峰ノ州ではﾅﾙﾄﾋﾞｴｲによる食害も発生。

２００６
（平成18年）

当歳～1歳 中 10% － ・生き残りが漁獲に繋がる（8.9t）

２００８
（平成20年）

当歳～1歳 中 50～90% ◎－
・生き残りが漁獲に繋がる（0.9t）
・9月以降一旦小休止した斃死が10月に再
発。

２０１1
（平成23年）

1歳 中 ほぼ全滅 △ ・冬季に斃死が発生。期間が長い。

２０１1
（平成23年）

当歳 大 ほぼ全滅 ◎

荒巻ほか（2013）佐有水研報26

29

多面的な取り組み
が必要

30

③ 資源回復策の模索の結果
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■ 覆砂のタイラギ資源増大への効果 ■
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H17～23年の稚貝の冬季※（12～3月）の月別平均発見数

※潜水時に貝が確認しやすい時期

5
分

間
潜

水
に

よ
る

タ
イ

ラ
ギ

の
発

見
数

福岡県海域における覆砂後のタイラギ生息密度の変化
（H22年級群）
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垂下飼育

■ 海底からの切り離し効果（垂下飼育事例） ■

天然タイラギ

左：養殖，右：天然

2009年の主力漁場となった太良沖の泥分率は、極めて高い
34

17



泥分が多い場所だからといって、必ずしも浮泥が堆積している訳ではない

吉田ほか（2009）佐有水研報24

35

浮
泥

原
地
盤

稚貝密度と浮泥厚との関係

浮泥厚(MM)

稚
貝
密
度
（
個
／
㎡
）

浮泥厚は九州農政局資料

（2008～2010年の３カ年）

古賀（2013）佐有水研報26

36
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：≧100ind./100㎡ ：＜100ind./100㎡ ：＜50ind./100㎡

：＜10ind./100㎡ ：＝0

：Plowed area from 2001 to 2007

Oct. 2009

2008年発生群の分布と海底耕耘実施海域

古賀（2013）佐有水研報26

37

38

■ タイラギ着底直後の稚貝分布

有明湾奥における2003から2005年の新規着底タイラギ稚貝の水平分布。

年によって1m2あたり100個体

を越える着底が認められるが、
潜水調査で目視可能なサイ
ズに至るまでに、１桁以上の
減耗が起きている

着底直後の不安定な時期の
減耗要因について十分なフォ
ローアップ調査がない

母貝集団はどこ？？
リクルートは？？

効率的な対策の場？？
19



39

③ タイラギ等二枚貝減耗要因の構図

貧酸素（西部海域）と立ち枯れ（東部海域）

40

対策（どこを）→母貝集団の
把握＝重点海域の探索

原
因
？

抑制・被害軽減

20



～有明海の有用二枚貝類の整理と検討～

サルボウ

生物・水産資源・水環境問題検討作業小委員会

提出資料

41

千

減少傾向

2011年を除い
て比較的安定

21



・湾奥部漁場全域で40～70％が死亡（資源量1/5へ急減）
・やせている
（通常殻付き10kgでむき身3kg→2011年は1.2kg）

・鰓が壊死・崩壊
・産卵期が遅れ，目立ったピークがなかった

アサリ・カキでも身入りの悪い状況

43

異常
鰓が壊死

二枚貝
共通

正常

2011年10月に発生したサルボウ大量へい死現象

環境要因は？

○2011年サルボウへい死の発生プロセス（仮説）

過去の大量へい死現象についても推察

22



(個/m3）

○2011年の特徴

20112010200920082007200620052004200420032002

冬～春場
の低水温

春～秋の
餌不足

貧酸素水
塊の発生

継続的な
低塩分

【試験方法】
●任意の塩分濃度(10,15,25‰)に調整した海水300mlを入れたプラスチック容器に養

殖試験で高生残であった大浦地先のサルボウ(平均殻長26.0mm)を水温馴致後にそれぞ
れ1個体ずつ収容し、25℃通気条件および貧酸素条件下で、3日間飼育した後、下記の
基準で鰓の損傷レベルを判定した。

鰓
の
損
傷
レ
ベ
ル
判
定
基
準

鰓の損傷再現試験について

23



y = 0.426x + 1.87

R² = 0.9667

y = 0.318x + 2.65

R² = 0.7706

y = 0.2786x + 0.7571

R² = 0.9993

0

2

4

6

8
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12

14

0 5 10 15 20 25 30

LD
50
値
（
日
) 

塩分(‰)

貧酸素・低塩分条件下におけるサルボウの体サイズ別LD50値の比較
殻長18.8mm(水温22℃)
殻長23.9mm(水温22℃)
殻長21.7mm(水温27℃)
殻長34.8mm(水温25℃)
殻長26.5mm(水温25℃)
線形 (殻長18.8mm(水温22℃))
線形 (殻長23.9mm(水温22℃))
線形 (殻長21.7mm(水温27℃))

鰓の損傷再現試験（結果）

●金子らは、三河
湾においてサルボ
ウの初期成長に及
ぼす貧酸素の影響
を調査→溶存酸素
飽和度が50%を下
回ると濾過速度が
低下し、成長も停
滞する

「平成２３年大量へい死」の発生プロセス

(1)低水温によりろ水能力低下【確認】

(2)春先の餌料不足【確認】

(3)夏季の貧酸素・低塩分ストレス【確認】

(4)産卵の遅れと長期化【確認】

(5)秋口の餌料不足【確認】

活力
低下

過度
の鰓
損傷

回復
遅れ

重篤
化

へい死
24



貧酸素と餌不足による疲弊

49

対策（どこを）→母貝集団の
把握＝重点海域の探索

抑制・被害軽減

漁場のリスク評価

～有明海の有用二枚貝類の整理と検討～

アサリ

生物・水産資源・水環境問題検討作業小委員会

提出資料

50
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有明海におけるアサリ漁獲量

■漁獲量は低迷

万
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ン
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1952 1957 1962 1967 1972 1977 1982 1987 1992 1997 2002 2007

熊本

長崎

佐賀

福岡

回復

激減

激減

アサリ浮遊幼生調査結果
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回復

激減

母貝集団はどこ？？
リクルートは？？

効率的な対策？？個
/
㎥

■アサリ浮遊幼生出現
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アサリ稚貝（2～20mm）の生息密度（長崎県 小長井 釜地区）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2006/1/17 2007/1/17 2008/1/17 2009/1/17 2010/1/17 2011/1/17 2012/1/17

St. 1 St. 2 St. 3

St. 4 St. 5

アサリの
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ箇所

■長崎県（諫早湾）

個
/
㎡

貧酸素水塊

緑川河口干潟における殻長10mm未満のアサリ生息密度

春期調査

秋期調査

個
/
㎡

秋季幼生・着底群

1999 2003 2007 2011

調査年度
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25%
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熊本県緑川河口における月別アサリ肥満度の比較

2003-2008年（回復期）

2009-2011年（激減期）
肥
満
度
（
％
）

調査月

データ：熊本県提供（未発表）

m
L/

10
0L

1994年 1998年 2002年 2006年 2010年
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ホトトギスガイ

57

ホトトギスガイのマット
下で還元化した底質

河口干潟で大発生したホトトギスガイ
Musculista senhousia

幼生の着生
阻害

58

長崎県小
長井地先

熊本県沿
岸

貧酸素水塊の発生

秋季幼生の発生量
減少＝餌料不足
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主要3種における共通課題

①餌不足（＝基礎生産力の低下）と貧酸素水塊
の発生

• 生息域（＝主要漁場）が異なっているにもかかわらず、共通
項

②母貝群
• 有明海のタイラギ、サルボウ、アサリについて、主たる母貝

群の存在が解明されていない（対策の重点化が困難）

• タイラギ、アサリでは、幼生数の減少が問題となっている＝
母貝群の状態を早急に確認する必要がある

59
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